
人生１００年時代の学びのあり方と方策（中間とりまとめ）【概要版】

１ はじめに

○第8次豊田市総合計画では、「学び合い」を計画推進の重要な視点として位置づけ、各施策を推進。
○今後、後期高齢者の急増や高齢化率の増加が見込まれ、長寿社会、「人生100年時代」が一般化。
○気候変動、未曾有の自然災害や感染症、ＡＩをはじめとしたデジタル化の進展など目まぐるしい社会環境。
○コロナ禍では、外出自粛や社会的距離の確保を余儀なくされ、活動や対話の機会が減少。
○国では、人生１００年時代構想会議を皮切りに、長寿社会とどう向き合うかについて多方面で議論が進行。

生涯学習の役割や意義を再定義し、本市のこれまでの取組等も踏まえて中長期的な視点や施策をとりまとめ

２ 国の動向 ３ 本市の現状

＜生涯学習・社会教育の役割＞
○生活に必要な知識を身につけ自己実現を図るもの
○人生100年時代では、従来の役割に加えウェルビー
イングの実現、地域コミュニティの基盤、社会的包摂の
実現、デジタル社会等と密接不可分

（１）文科省：中央教育審議会生涯学習分科会

（２）文科省：中央教育審議会教育振興基本計画部会

（３）内閣府：経済財政運営と改革の基本方針2022

（４）厚労省：職場における学び・学び直しガイドライン

○労働者の「学び ・学び直し 」の重要性や学びのプ
ロセスに沿った取組の考え方・留意点や取組例を提示

○デジタル化等の変革の中、新しい資本主義に向けた
重点分野として人への投資を位置づけ

＜次期教育振興基本計画のコンセプト＞
○2040年以降の社会を見据えた持続可能な社会の創り
手の育成 ○日本社会に根差したウェルビーイングの向上

（１）推進体制

（２）本市の特徴

（３）本市を取り巻く社会環境の変化と課題

（４）本市の主なトピック等

○相互理解と意思疎通に関する条例 ○山村条例等
○部活動の地域移行 ○（仮称）豊田市博物館の開館等

○超高齢化社会の進展 ○産業構造の大転換
○コロナによる新たな日常 ○大規模自然災害や気候変動

○世界的な自動車産業の拠点として発展してきた都市
○豊かな自然、多様な歴史・文化を持つ都市
○多様で充実した担い手を有する40万都市

○総合計画を基本に生涯学習施策を推進
＜重点施策＞超高齢化社会への適応
＜基本施策＞生涯学習

○生涯学習・交流・市民活動の拠点として中学校区ごとに
交流館（全28か所）を設置

資料２



人生１００年時代の学びのあり方と方策（中間とりまとめ）【概要版】

４ 人生100年時代における学びのあり方と方策（案）

（１）基本的な考え方（案）

■生涯学習の意義
○生涯学習は、学校教育、家庭教育、社会教育のほか様々な場面で行う個人学習であり、人生の充実に寄与
○人生100年時代においては、急速なデジタル化の発展などライフステージに合わせた学習の更新の役割が再認識
○地域課題が複雑化する中、個人の学習はもとより、学びを通した地域コミュニティの形成にも寄与

生涯学習はまちづくりの根底に位置づく概念であり、「学び合い」の考え方は、引き続き、重要な視点

■これからの社会のあるべき姿
＜全世代が活躍する社会＞ 高齢者を問題とせず、世代問わず生涯を通じて学び・活躍できる社会
＜挑戦を支え失敗に寛容な社会＞年齢問わず挑戦し続けられる土壌と失敗に寛容な社会

■これからの学びに必要な視点

（２）具体的な方策（案）

■目指す姿
生涯にわたる学び・活動・体験を通じて豊かさや幸せを実感でき、いくつになってもやりたいことに挑戦できるまち

■施策・取組
①学習機会と場の提供… 主体的に学習に取り組むための機会と場の提供
②活躍機会の創出と地域活性化…行動機会をつくり、地域の課題解決や活性化を図る
③未来を担う人材の育成…未来を担うこどもを起点とした学習や体験機会の創出
④中高齢者のライフキャリア支援…中高齢者が生涯活躍できるための学習や就労等を支援

■推進体制
総合計画を基本に推進
庁内横断的な連携
共働の推進

①探究的かつ対話的な学び ②学び直し（リカレント教育・リスキリング） ③世代間交流による学び
④学びの発信と行動 ⑤学びの可視化と自己経営 ⑥デジタル技術の活用・ＤＸの推進 ⑦アントレプレナーシップ教育
⑧地域コミュニティでの学びと実践 ⑨社会的包摂・ＳＤＧｓ ⑩NPO・企業・大学等とパートナーシップ連携

＜学び合い＞「つながりや価値、可能性をつくること、行動すること」は、知ること、気づくこと、他を認めること、考える
こと、体験すること、他と共有することなどを通じて形づくられていくもの、そうした過程を「学び合い」と表現。
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